























































































































【結果】治療終了時には、I-PSS の各症状と QOL スコアは、最も悪化がみら
れたが、それ以後は悪化することなく、3ヶ月以降は改善傾向を示していた。
「癒しのハンドケア」と「リラクゼーション」の
広がりを期待して
O-8-11
日本赤十字社香川県支部　事業推進課1）、
日本赤十字社岡山県支部　事業推進課2）
○藤
ふじわら
原　淳
じゅんこ
子1）、江里　美代子2）
健康生活支援講習は、地域社会の中で誰もが支援できる方法が導入されてい
る。その一つである「癒しのハンドケア」と「リラクゼーション」は、英国赤
十字社から学んだもので、介護を受ける方の不安の軽減や介護者のストレスの
緩和を期待しているものである。私たちは平成12年から研究会を立ち上げ、
英国赤十字社ケント支部と関わり、英国赤十字社の歴史や技術を学び、スキル
アップを図るとともにボランティアの養成にも関わってきた。この支援技術
は、新潟県中越地震での赤十字の支援活動をきっかけに「災害時高齢者生活支
援講習」（小冊子）にリラクゼーションの一部が導入された。このことにより、
全国で普及する機会を得ることとなった。平成21年には教本の内容が刷新さ
れ、健康生活支援講習としてスタートした中に「癒しのハンドケア」と「リラ
クゼーション」が導入され、より充実した内容となった。平成23年には東日
本大震災における救護活動として被災者や救援者のストレス緩和の支援技術と
して活用された。現在、この支援技術は、「救護員のこころのケア研修」や
「幼児安全法災害時の乳幼児支援」に導入されている。健康生活支援講習アン
ケート調査（平成25年本社）では、役立つと思う内容の1位に「癒しのハンド
ケア」と「リラクゼーション」があげられている。この結果より、多くの人が
求めているスキルであると確信している。当支部では、この技術を学んだボラ
ンティアにより地域高齢者への支援活動が充実してきた。平成13年からボラ
ンティア組織を立ち上げ、講習で身に付けた技術を、地域福祉の担い手として
地域活動に活かし社会へ役立てている。今後、ますます積極的な講習普及を展
開することで、さらに色々な分野に広がっていくと考えている。
生理検査室で行える地域医療連携推進の取り組み
O-8-12
大森赤十字病院　検査部1）、同　医療連携室2）、同　放射線部3）
○星
ほし
　晴
はるひこ
彦1）、鈴木　文子2）、山崎　悦夫3）
大森赤十字病院は2010年5月より全面改築を行い、機器、システムともに充実
した。又、院長は新病院での開院に伴い、紹介率向上を含めた医療連携の方針
等を打ち出した。当時、生理検査室では、院長が打ち出した方針に協力できる
方策はないかを模索した。その結果、予約なしで来院し、頸動脈超音波検査に
て即日報告を含めた検査を実施することにした。まず院内の運用として、放射
線部、医療連携室と共同し、検査依頼、報告書確認の医師のお願いや、院内カ
ルテの作成、患者の導線を整備した。検査室側では即日報告に向けた検査方法
や報告書作成方法を整備した。又、これらの一連の作業を1時間でできるよう
に調整し、近隣病院が自分の病院の検査室で行っている様なシステムを目ざし
た。院外の整備としては医療連携室を共同し、近隣病院を回って、当病院の生
理検査室にて即日検査のメリット等をインフォメーションして回った。2012
年度より開始したが、当初1年間は、近隣の消化器専門医院で高血圧や高脂血
症の指標として頸動脈超音波検査の定期的に依頼を受けた。又、耳鼻科の医院
からは頸部のリンパ節腫大や、甲状腺を調べるため頸部超音波検査の依頼が少
ないながらもあった。小児科の医院からは甲状腺の超音波検査や母方の乳腺超
音波検査などもあり、検査のバリエーションが広まった。結果、2011年まで
は年間依頼数が18件ほどであったが、2014年度は350件と依頼数の増加が図れ
た。現在、依頼数のほとんどが超音波検査であるが、今後、脳波、血圧脈波、
神経伝導速度やホルター心電図、24時間血圧計など他分野でも活用できる検
査を整備し、又インフォメーションを行い、依頼数の増加、医療連携の貢献を
図りたい。
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